
研究テーマ：
　既存低層住宅における耐震安全性に関するデバイスの開発 
　超薄肉鋼板を用いた住宅用構造部材・耐震補強部材の開発
　既存建築物・工作物の耐震安全性の診断 
　環境付加が小さい軟弱地盤に対応した簡易基礎の開発研究 
　GISを用いた地震災害ハザードマップの作成に関する基礎的研究
　既存建築物・工作物の耐震安全性の診断 
　環境付加が小さい軟弱地盤に対応した簡易基礎の開発研究 

鋼構造・合成構造、地震防災研究室
川口　淳　准教授 【http://www.s.arch.mie-u.ac.jp/jkawa-lab】
研究室概要： 建築構造学分野の特に鋼構造を中心とした耐震性能や地震被害などの研究にあわせて、地域・行政における
　　　　　  地震防災活動の研究・及び実践を行っている。

既存建物内に設置する耐震シェルターの開発の研究 株式会社 ヤマナカ製作所

●

●

●

●

●

●

●

　GISを用いた地震災害ハザードマップの作成に関する基礎的研究 
　住民主動の防災・減災活動の推進に関する実践的研究 
　地方自治体における防災施策立案関する基礎的研究 
　企業におけるBCPおよび減災対策立案に関する実践的研究
　様々な最新デバイスを用いた防災・減災・災害に役立つまち歩き
　ITツールの開発研究
　既存建物内に設置する耐震シェルターの開発研究 
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耐震シェルター 落下実験 衝突解析モデル

　金銭的な理由から住宅の耐震化が進まないという現状を受け、住宅の耐震化に比べて一般的に
コストが低い耐震シェルターを開発しようと、三重県内の民間企業と「産学連携の共同研究によって
開発されたものである。
　耐震シェルターは、住宅の耐震化に代わる地震時に家屋内にいる住民の命を守るための一つの
アイデアであり、地震時に家屋が倒壊することがあっても、一定の生存空間を確保し、住民の命を
守るものである。

　本シェルターは、静的な荷重として屋根や天井等の落下物による鉛直荷重と地震力による水平
荷重について許容応力度設計法と塑性設計法によって設計されている。また、本シェルターの特徴
として、シェルターを既存家屋構造体に接続せず、既存家屋とシェルターが互いに構造的に独立し
てるという点が挙げられる。これは、シェルターの設置によって既存家屋の構造性能を低下させるこ
とは極力避けるべきであるいう考えに基づいている。
　これらの特徴から、動的な荷重が作用した場合のシェルターへの影響を検証し、耐震シェルター
としての性能を確認する必要があること、構造形式の異なる住宅とシェルターの地震時の応答の違
いによって、両者が衝突する可能性について検討する必要があることが考えられた。


